
様式第７号(１)

＜趣旨＞

＜報告内容及び時期＞

＜提出方法＞
※様式が変更されたため、必ず最新の様式を使用し、山形市保健所長あてに提出すること。
報告書はやまがたe申請【山形市電子申請サービス】を利用し提出すること。
やまがたe申請の利用が困難な場合は、山形市保健所へ郵送または持参し提出すること。

項目 記入方法 備考

□
施設の名称、所在地
管理者氏名

施設の名称、所在地、管理者氏名、電話番号を記入する。
管理者は施設管理者、
施設長など。
施設長の押印は不要。

1
□

設置者の名称及び
代表者の職氏名

2
□

設置者の住所または
主たる事務所の所在地

3
□

給食施設の種類
該当する施設の種類に☑し、許可病床数または入所定員数

を記入する。
別紙参照

4
□

運営形態

調理方式、委託の状況について該当項目に☑する。

委託有の場合は、委託内容の該当項目に☑し、委託先の

名称を記入する。

委託先には、給食施設の
設置者または管理者が委
託している受託業者名を
記入する。

5
□

従事者

区分ごと従事する者の職務内容、職名等により記入する。
（留意点）
①「管理栄養士」とは、管理栄養士資格を有し、栄養管理・
給食管理に従事する者。
②「栄養士」とは、栄養士資格のみを有し、栄養管理・給食
管理に従事する者。
③「調理師」とは、調理師資格を有し、調理業務に従事する
者。
④「調理師以外の調理従事者」とは、調理師資格を有さず、
専ら調理業務に従事する者。
⑤「その他」には、各区分に該当しない者で給食業務に従事
する者を記入する（給食事務職員・洗浄専門の職員等）。
⑥管理栄養士等が複数の給食施設を兼務している場合
は、当該施設における勤務時間が最も長い施設のみに記入
する。

・「常勤」・・・常時雇用され
ている職員と同様の勤務
形態（週4日以上かつ1日
6時間以上）

・「非常勤」・・・常勤以外の
勤務形態にある場合

・当該施設に勤務している
職員数を記載する。

６
□

健康増進法第21条第
1項の規定による指定
の有無

管理栄養士を置かなければならない特定給食施設として

指定通知交付の有無に☑する。

指定「有」の場合は指定番号を記入する。

７
□

衛生管理体制 HACCPに沿った衛生管理の実施の有無に☑する。

「大量調理施設衛生管理
マニュアル」はHACCPの
概念に基づき作成されて
いるため、これに従ってい
る場合は該当する。

８
□

非常時危機管理対策
災害時食事提供マニュアルおよび、備蓄食の有無に☑す

る。備蓄食「有」の場合は、備蓄量を記入する。

給食施設栄養管理状況報告書記入要領 　　
（病院・診療所、介護老人保健施設、介護医療院、介護老人福祉施設及び社会福祉施設用）

この報告書は、山形市健康増進法の施行に関する規則（山形市規則第52号）に基づき、特定給食施設及び準特定
給食施設の管理者から提出を求めるもので、給食施設の現況及び施設における栄養管理の状況を把握するもので
ある。

報告内容は、１１月のものとする。ただし栄養指導状況は前年度（令和7年4月から令和8年3月）の集計数とする。
なお、報告書は2部（うち1部は複写可）作成し、令和8年12月18日（金）までに山形市保健所へ1部提出し、
1部は施設控とし保管すること。

施設を設置している者の氏名及び住所を記入する。
（設置者が法人の場合にあってはその名称及び代表者の
職氏名）

設置者は理事長、
最高責任者など。



項目 記入方法 備考

9
□

食事の種類及び
給食数

朝・昼・夕の区分ごと、11月1日から30日までの食数を合計
し、給食稼働日数(回数)で割って平均給食数を算出し、
整数で記入する。（小数第1位を四捨五入する。）
『その他』には、入所者以外への食事提供の状況について
記入する。
１日平均給食数=11月総食数÷稼働日数（又は回数）

「その他」は夜食などを提
供する場合に記入する。
「おやつ」「検食」「保存食」
は含めない。

食事の種類については
別紙参照

10
□

1人1日当たりの給食
材料費

基本となる食種について1人1日当たりの材料費（消費税を
含む）を記入すること。なお、この食種の食材費の算出が困
難な場合は、全体の平均でもやむを得ないが、この場合は
金額の前に『全』と記入する。

ライフステージなどが異な
る集団、お祝い膳等で金
額を分けて記載したい場
合は、（　）に区分と金額を
記載する。

11
□

報告書作成者 報告書作成者の所属、職名、氏名、電話番号を記入する。
報告内容の確認に使用す
る。

12
□

管理栄養士等が多職
種連携により行う栄養
改善の実施

有無に☑する。「有」の場合は、該当項目全てに☑する。

13
□

栄養管理等に関する
連携体制

有無に☑する。「有」の場合は、連絡先や内容の該当項目に

☑する。

1４
□

約束食事箋 有無に☑する。「有」の場合は最終改定日を記入する。
食事の種類や名称、基準
等を定めたもの。
食事伝票は該当しない。

15
□

基本となる食事の種類
（　　食）の給与栄養
目標量等の状況

基本となる食事の種類（　　食）の部分に記入の上、給与栄
養目標量、給与栄養量について記入する。
給与栄養量については、11月の状況について記入する。

16
□

栄養指導

管理栄養士又は栄養士が、前年度（令和7年4月から令
和8年3月）の個別または集団を対象に行った指導を、内容
別に記入する。
その他の内容について指導した場合は、空欄に記入する。
また合併症等で指導内容が2項目以上になる場合は、主な
もの１つを計上する。

病院、診療所にあっては、
外来患者に対して行った
指導も含め集計する。

17
□

健康及び栄養に関す
る情報の提供

健康や栄養に関する情報の提供の有無に☑し、「有」の

場合は、該当項目全てに☑する。

18
□

栄養管理又は給食管
理の目標・方針

栄養給食管理の目標・方針について記入する。

19
□

栄養管理等で効果を
上げている事例

栄養管理等で効果を上げている事例がある場合に記入す
る。

20
□

施設における栄養給食
管理上の課題等

栄養給食管理上、課題となっていることを記入する。


